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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆ 今月号は特集「ジオパーク」の原稿11編とその他
のシリーズものの原稿1編です．特集「ジオパーク」と
は，ユネスコと国際地質科学連合が推進している活
動で，地質遺産を保存し，地球科学の研究・教育・
普及に活かすとともに，それを通して地域の持続可能
な発展に貢献しようとするものです．
◆ 特集では，まず日本地質学会ジオパーク設立推進
委員長の佃　栄吉さんが，特集巻頭言として，日本に
おけるジオパーク運動の取り組み状況を報告してい
ます．次いで岩松　暉さんは地質学の重要性と我が
国における地質学の危機的な状況について説明した
後，それを打開するためにジオパークが必要であると
力説しています．渡辺真人さんは昨秋，北アイルラン
ドで開催された第2回ユネスコ国際ジオパーク会議
の様子を報告しています．ジオパーク運動はヨーロッ
パと中国で，先進的に取り組まれているとのことで
す．（故）大矢　暁さんはオーストリアKamptalジオパ
ークを訪問して，そこは地質だけに拘わらないカルチ
ャー・パークというコンセプトがあると述べています．
一方，この1ヶ月前に訪問した中国の雲台山地質公園
は，テーマパークのようであると述べています．さら
に，日本のジオパークは日本独自のものを目指せばよ
いとも述べています．口絵も併せてご覧下さい．ユ
ネスコのジオパーク事務局のMargarete Patzakさん
とRobert Missottenさんは，ジオパーク活動と世界ジ
オパークネットワークへの加入方法について説明して
います．ジオパークは，持続的経済発展の核として働
く可能性を追求することが大原則であると述べてい
ます．欧州ジオパークネットワークのコーディネーター
であるNickolas Zourosさんは，欧州ジオパークネッ
トワークの設立経緯とネットワーク活動について具体

的に報告しています．前報告とともに，口絵をご参照
下さい．中国地質科学院のZhao TingさんとZhao
Xunさんは，中国におけるジオパークの整備と意義に
ついて報告しています．中国のジオパークのうち，85
箇所の地域について詳細な特徴を報告するとともに，
ジオパーク設立がもたらした国内社会・経済への影
響について報告しています．口絵も併せてご覧下さ
い．元ユネスコ地球科学部長のWolfgang Ederさん
とオーストリア地質調査所Werner R. Janoschekさん
は，国際惑星地球年の科学計画の詳細を紹介すると
ともに，ジオパークとの関連を説明しています．渡辺
真人さんは，世界ジオパークネットワークに加盟する
ための手続きと要件について説明しています．平野
勇さんは，多くの図表を用いて，ジオパークのイメー
ジ，素材，メニュー，組織，事業の流れなどを詳しく
検討し，解説しています．最後にWolfgang Ederさん
は，日本におけるジオパーク推進に向けて，7項目を
提案しています．
◆ 小松原　 さんは，シリーズ地質調査のパートナ
ー（7）としてアイスクリーム匙を取り上げています．木
製のへらではなく，業務用のステンレス製の匙です．
フィールド・ジオロジストならではのアイディアです．
◆ いよいよ本格的な夏を迎えます．夏休みは子ども
達にとって自然体験のできる貴重な機会です．是非，
家族や仲間達と，自分達のジオパーク探しに出かけ
てみてはいかがでしょうか．情報化社会の中であふ
れる知識を，真に生きた知識にするためには，自然
体験は極めて重要な役割を担っています．自然環境
の変化の中で，人類や生物がどのようにサバイバル
してきたかを考える良い機会になろうかと思います．

（玉生志郎）


